
令和 7 年 3 月 13 日

8 時 00 分から 19 時 00 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 「地域貢献、働く世代の応援団、独立自尊」

事業所名 子ども支援室 ひだまりはうす  支援プログラム（参考様式）

・認知の特性についての理解と対応
・対象や外部環境の適切な認知と適切な行動の習得
・行動障害への予防及び対応等

・コミュニケーションの基礎的能力の向上
・言語の受容と表出
・コミュニケーション手段の選択と活用
・状況に応じたコミュニケーション

・情緒の安定
・他者との関わり(人間関係)の形成
・遊びを通じた社会性の発達
・自己の理解と行動の調整
・仲間づくりと集団への参加

支援方針

・障害児支援利用計画、障害児支援担当者会議で求められる事業所の役割
・支援場面だけでなく、家庭や保育所、学校などでの生活の視点
・保育所などの併行利用や移行、同年代の子どもとの仲間づくりの視点
・個別支援計画のモニタリング結果を踏まえたPDCAサイクルによる支援の視点

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

毎月カレンダー作り・塗り絵・ちぎり絵等（制作活動）、避難訓練（《春ー地震》・《秋・火事》　等）、節分、ひな祭り、お花見、ダンボールタウン等（制作活動）、ひだまりマーケット
（ひだまり通貨で、お買い物）、みんなでクッキング、夏の水遊び、水難訓練（江津湖で、着衣水泳）、夏祭り、お月見（月見団子）、ハロウィン、クリスマス会、餅つき　等、季節に応じ
た活動を心がけています。

（別添資料１）

家族支援

・アタッチメント(愛着)の安定
・家族(きょうだいを含む。)からの相談に対する適切な助言等
・障がいの特性に配慮した家庭環境の整備

移行支援

・保育所・放課後児童クラブ等への移行支援
・ライフステージの切替えを見据えた将来的な移行に向けた準備
・放課後児童クラブ等と併行利用している場合における併行利用先との連携
・地域とつながりの取組(地域の保育所等、児童館、地域住民との交流・行事
等）

地域支援・地域連携
・保育所・学校・医療機関等との情報連携や調整、支援方法や環境調整等に関
する相談援助等の取組 職員の質の向上

・事業所内研修・外部研修の派遣など
・療育・制度、5領域等にかかる読み合わせ等

支　援　内　容

・健康状態の維持・改善
・生活習慣や生活リズムの形成
・基本的生活スキルの獲得
・生活におけるマネジメントスキルの育成

・姿勢と運動・動作の基本的技能の向上
・姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用
・身体の移動能力の向上
・保有する感覚の活用
・感覚の特性への対応

本
人
支
援


